特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース12年10月04日428号
木津川出張所及び淀川河川事務所への要望書提出27日
深田理事長、播川副理事長、他3名が出席。10月末に中間報告で合意する。
（１）木津川堤防の草刈りに関わっての要望
　木津川堤防周辺の貴重な植物の生育のために、いま、しっかりと手だてを打つことが大切であり、そのため以下の要望をします。

①秋の草刈り(10月15日～)では、全ての場所での草刈りをお願いいたします。
②設置杭・ロープは現状に復帰してください。
（２）イタセンパラの復活を目指す要望
１　河床低下防止策の一日も早い策定をして実行すること、そして広く発表すること。
２　河床低下を進行させないようにする。そのための対策を立て、住民に公表すること。
３　堤防から見晴らせるよう樹木伐採及び草の刈り取りを毎年実施すること。
４　近鉄鉄橋の砂流出止めの恒久化と魚道の設置をすること。
５　新ワンド及びたまりの設置を進める。　河床低下を計算に入れて取り組むこと。
６　イタセンパラなど木津川の自然の素晴らしさを啓発するための資料を作成し配布すること。
７　一年に1回はイタセンパラ復旧のための年次報告会を開催すること。
８　親水公園をつくり身近で接近出来る川辺水辺を作ること。監視しやすい条件を整えること。
９　イタセンパラが住み着ける環境を整備すること「具体的には新ワンドの設置を3年ごとに新設していくこと」
※　二枚貝は3年ぐらいで産卵が可能な大きさに成長する
10　ワンド設置場所として右岸山城大橋下流に存在するものを活用し、徐々に充実させる。
11　監視カメラの設置で盗掘者の摘発装置の設置を早急に設置すること。

9月30日台風17号の接近でイベント中止相次ぐ

新川での川の学校が中止になりました。多くのみなさんの大きな期待がありましたが、止むをえないことになりました。

あらす自然子どもまつりも中止となりました。
沢内さんら仲間５人が一週間前から約3000人の来場のために200台の駐車場整備の草刈りを行い、舞台発表の場所は特に念入りに刈り取って素晴らしい会場を作り上げてきましたが、本当に残念な結果になりました。前日当日は多くの方々に中止を連絡しましたが、事務局には70件の電話問い合わせが殺到しました。結果、約10万円の赤字が発生しています。来春の桜まつりで挽回を図ろうと早くも4月6日に開催を決めて、頑張ることにしました。意欲満々で張り切っておられます。
10月6日（土）は、第2回木津川一斉水ウォッチングの日です
昨年検査した場所に1箇所加えて検査場所を22カ所に増やして行います。八幡市や京田辺市城陽市、木津川市、和束町、笠置町、南山城村と木津川沿川一帯で取り組みます。22の水採取場所での採取も協力者が決まりました。午前8時30分頃に採取して分析場所としている木津川流域センターに10時に持ち寄って分析します。

調査地以外での検査を希望される場合、午前中に相談におこしください。検査希望の水の持込み方法についてお伝えいたします。
気軽にお越しください。お待ちしています。

木津川の名所「流れ橋」復旧して約半年、流失し通行不能　

9月30日から1日未明に流れました。昨年の9月3日に流失して、4月ごろに復旧されて、わずか半年で流されて、又通行不能になりました。毎年のように事故が起きています。今年8月に発生した宇治市を中心に大きな被害を発生させた府南部豪雨被害、そして今回は台風とはいえ昨年に引き続き高山ダムの大量放水による流失、少し異常な変化が身近な所で起きていますね。
京田辺市民文化祭の出展の展示物の担当者が決まる

環境大臣表彰関係・播川、小学校の校歌・深田、里山の15年・播川、普賢寺の植物・伊藤、里山農園・青代、防賀川植樹・田中、ハイキングコースと絵画・大村、木津川ワンドと河床低下・山田。京都府の植物生育記録と木津川・伊藤、木津川の野鳥・沢内さんの10部門で展示が決まりました。尚時間を決めてスライドで里山の会の紹介や活動内容を映像での発表が話題に上がりました。
田辺府営団地「祭」7日８日　綿菓子と農産物で協賛出展

連合自治会から里山の会の農業部会に農産物での協賛出展の依頼が届きました。春の親子花見乗船体験や灯籠流し等いろいろな形で連合自治会との交流が深まって、今回は農産物での出店の依頼があり、事務局会議で相談の結果協力することになりました。

12月8~9日の京都府環境フエスタでの舞台発表が決定　

ワークショップに出演が決定　里山の会は「イタセンパラの復旧の取組と課題」で1時間行うことになりました。発表演目は、「防賀川の植樹とワークショップ」　「里山農園と放棄田の復旧」　「木津川の植物保全と管理等」の取り組みが候補に挙がりました。事務局会議で検討した結果、今回はイタセンパラ・・」となりました。またフエスタ事務局から朝市への農産物の出店のお誘いもいただきました。昨年の大根の販売にかなり効果があったようです。
第30回京都木津川マラソン

出場選手参加募集10月1日から始まる　2日の夜にはフルマラソンで1300人を突破　二日間で定員の40%の申込殺到　土曜日6日には受付締切らなければならないかと、うれしい悲鳴、　整備費負担駐車場の利用申し込みも3日間で30台の予約となっています。
世間では市民マラソンブームが更に大きな流れになっているようです。

12年度会費納入率9月末で88.2%に到達　　昨年比較で大幅に進展　今年は会員数も多くなっている中で、納入率がアップしています。会員のみなさんの熱意が伝わってきます。昨年は年末に100%完納になりました。今年はしっかり頑張って少しでも早く完納して戴きたいと思っています。ご協力お願いします。
顧問の光田重幸先生との秋の植物観察会10月12日に決定

里山の会植物部会が主力となってこれまで実施してきた恒例の取組です。大変多忙な先生に無理をお願いして日を開けていただきました。平日の取組ですが、先生から直接指導解説戴けるチャンスはそんなに多くはありません。植物を愛好される皆さん、又初心者の皆さん、このチャンスに万難を排して、ご出席をお願いたします。行き先時間などは次号に案内させていただきます。
週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

